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本認証標準物質（FAMIC-B-14）の使い方 

 

ISO/IEC 17025（JIS Q 17025）１）では、ラボラトリは結果の妥当性を監視する手順を持たなければ

ならないと規定されており、その手順として標準物質又は品質管理用物質の使用が挙げられている。

ここで、肥料認証標準物質を用いた真度評価の一例として、当センターにおいて採用している内部

品質管理方法（Ⅰ）及び ERM アプリケーションノート２)で示されている方法（Ⅱ）を紹介する。 
 

Ⅰ 警戒限界及び処置限界による妥当性確認  

内部品質管理のために実施した併行試験の繰返し数（n）、認証値（µ）、共同試験の結果より得

られた室内標準偏差（ ）及び室間再現標準偏差（ ）を用いて（a）式、（b1）式及び（c1）式により、

技能評価のための標準偏差、警戒限界及び処置限界を求める３）。なお、併行試験のそれぞれの

試験値（又は管理値）を用いる場合は、繰返し数（n）を n =1 とし、警戒限界（（b2）式）及び処置限

界（（c2）式）を算出する。 

下表に FAMIC-B-14 について算出した警戒限界及び処置限界を示した。なお、この算出にあ

たっては途中の計算における数値の丸めを行っていない。 

品質管理成績が処置限界の範囲を超えた場合は、その一連の試験を不適合とし、再試験を実

施することが望まれる。2 回連続してその品質管理成績が警戒限界の範囲を超えた場合は、2 回目

の試験を不適合とし、再試験を実施することが望まれる４）。 

技能評価のための標準偏差（σ）= ( − )＋    ・・・（a） 

 

平均値に対する警戒限界= µ±2×σ         ・・・（b1） 
単一の試験値に対する警戒限界= µ±2×     ・・・（b2） 
 

平均値に対する処置限界= µ±3×σ         ・・・（c1） 

単一の試験値に対する処置限界= µ±3×     ・・・（c2） 
 

単一試験（n =1） 併行試験（平均値：n =2）
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１）

　　A-N 8.06 ± 0.03 0.04 0.07 7.84 7.91 8.21 8.28 7.85 7.92 8.20 8.26
　　S-P2O5 9.18 ± 0.04 0.04 0.09 8.91 9.00 9.36 9.45 8.92 9.01 9.36 9.44
　　W-P2O5 6.70 ± 0.03 0.03 0.06 6.51 6.57 6.83 6.89 6.52 6.58 6.82 6.88
　　W-K20 8.32 ± 0.06 0.06 0.13 7.93 8.06 8.58 8.71 7.95 8.08 8.57 8.69
水分（参考） 0.69 ± 0.04 0.03 0.08 0.45 0.53 0.85 0.93 0.45 0.53 0.85 0.92

（mg/kg） （mg/kg） （mg/kg） （mg/kg） （mg/kg） （mg/kg） （mg/kg） （mg/kg） （mg/kg） （mg/kg） （mg/kg）

As 2.87 ± 0.11 0.15 0.24 2.14 2.39 3.35 3.59 2.22 2.43 3.30 3.52
Cd 4.23 ± 0.14 0.09 0.28 3.41 3.68 4.78 5.06 3.43 3.70 4.77 5.03
Ni 37.9 ± 1.7 0.8 3.0 28.9 31.9 43.9 46.9 29.0 32.0 43.8 46.7

1）　質量分率

表 　肥料認証標準物質B（FAMIC-B-14）の警戒限界、処置限界

拡張不確
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Ⅱ 測定値と認証値の比較による妥当性確認  
 内部品質管理のために実施した併行試験の繰返し数（n）並びに認証値（µ）、拡張不確かさ

（U95%）を用いて（d）式が成り立てば、平均測定値と認証値に有意差はないと判定する。 

         |µ− |  ≦  2 U95% +    ・・・(d) 

                    Xmeas : 測定の平均値  

                umeas : 測定の不確かさ＝測定の標準偏差／√  
 

 測定の不確かさ（umeas）を推定するために、測定の標準偏差について以下のような近似方法があ

る。 
 

① 試験室内再現性の標準偏差をおおよその推定値とすることができる。 

② 共同試験の結果より得られた室内標準偏差（ ）を用いることができる。この場合、試験室が本

認証標準物質における共同試験に参加した試験室と同程度の能力を有すると確認された後に

使用できる。 

③ 測定より求めた標準偏差をおおよその推定値とすることができる。ただしこの推定値は測定の

不確かさを過小評価することとなり、常に一方向に偏りがある試験成績の場合には厳しい確認方

法となってしまうので注意が必要である。   
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